
千葉県君津地域の水道広域化

給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ3/日
給水面積 ： km

2

職員数 ： 【直営】 人 【第三者委託】 0 人 【委託】 60 人

○平成23年10月　：　「君津地域水道事業統合研究会」を設立
○平成28年6月　：　事務レベルの調整を行うワーキンググループ立ち上げ

「君津地域水道事業統合協議会」を軸とし、4市の現状と課題の整理を行い、
交付金を活用した財政シミュレーション、施設整備計画、水需要予測などから、
統合の効果を検証し、検討・協議中

・　災害対応、危機管理能力の向上　〔危機対応マニュアルに基づいた実施〕
・　施設の共同化　〔施設統廃合〕
・　施設の耐震化の向上

・　料金格差の存在　〔統合時一定期間水道料金を統一する〕
・　施設管理水準の格差〔施設を共同化する場合には施設整備や管理水準を統一する必要あり〕

公営が基本
＋

民間委託　（浄水場の警備委託、トリハロメタン計保守点検業務委託、活性炭再生業務委託、他）

※事業統合は未実施であり、実施後の想定

　（現状は各事業体別に実施）
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君津地域水道事業統合協議会

木更津市 君津市 富津市 袖ヶ浦市 君津広域水道企業団

直営 経営・計画、管理（総務・人事・財務）

更新等（設計・建設等）

対象業務
（維持管理体制）

施設 管路

浄水施設
維持管理

共同化等 営業 維持管理（運転・保全）

委託

共同委託 窓口 検針・料金徴収等 施設 管路

事業統合事例⑦

業務手法
（公民連携等）

事業規模等

スキーム等

経緯

広域連携
（事業統合）
のメリット

広域連携
（事業統合）
のデメリット


